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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：ミトコンドリア外膜。ミトコンドリアにおける長鎖脂肪酸の酸化は、カルニチンパルミトイルトランスフェラーゼI（外膜に局在し、界面活性剤に不安定）とカルニチンパルミトイルトランスフェラーゼII（内膜に局在し、界面活性剤に安定）が、カルニチン-アシルカルニチントランスロカーゼとともに順次作用することで開始される。CPT Iは、ミトコンドリア内膜を介したカルニチン依存性輸送における鍵酵素であり、その欠損は脂肪酸β酸化速度の低下をもたらす。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	SKOV3全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをCPT1Aウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

